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研究の概要 

労働者の歯科口腔保健に着目した生活習慣病予防のための保健指導プログラムの開発  

口腔内の健康と全身の健康状態の関連性は広く知られるようになり、看護においても、周術期における誤

嚥性肺炎の予防、老年看護における嚥下力や咀嚼力の維持に対して、支援がおこなわれている。 

 

一方で、青年期・成人期は、比較的口腔内の問題が顕在化されない年代であることもあり、着目されない

傾向がある。また、歯周病やう歯等の問題は、生活習慣病との関連が大きいことについて、労働者が意識し

ていないという課題がある。 

 

青年期・成人期の人々に対して、継続的にかかわることが可能であるのが産業看護職であるため、特に、

産業保健の分野で問題となる生活習慣病予防の保健指導で、歯科口腔保健についての指導も、おこなえるよ

うになったらよいのではないかと考えた。 

 

産業看護職が活用できるような、生活習慣病に関する保健指導において、歯科口腔保健の問題を扱うため

のガイドの作成を目指している。  

【科研費】 

・「労働者の歯科口腔保健に着目した生活習慣病予防のための保健指導プログラムの開発」 

【学会発表】 

・「労働者の生活習慣病対策としての歯科口腔保健指導実施の阻害要因」 

・「Awareness of the Relationship Between Oral and Lifestyle-Related Diseases Among Young Workers」 

作成しているガイドは、産業看護職がおこなう生活習慣病保健指導の中に、無理なく歯科口腔保健の視点

を取り入れるためのポイントとして活用していただくことを目指している。今後は、実装可能性の検証を検

討しており、そのためにもガイドの試作へのご意見をいただき、よりよいガイドの作成にご協力いただきた

い。 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=a84acacb4cdb6988&lang=ja&st=researcher

